
あ お も り

春の訪れを告げる ～みずばしょう群生地～ 新
しん

郷
ごう

村
むら

　道の駅しんごうから、国道454号線を十和田湖方面に２㎞ほど向かった先の菅場地区は、北東北でも有数の「みずばしょう」
群生地。春には約3.55haの湿地帯に毎年約10万株が花をつけます。
　みずばしょうは村の花としても指定されており、花びらのように見える純白の衣は、仏炎苞（ぶつえんほう）という葉が変形
したもの。見頃は４月中旬から５月上旬までで、一周約900ｍの遊歩道を歩きながら雪どけ水のせせらぎに咲く清楚で力強い姿
を楽しむことができます。
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道路除排雪費に対する
特別交付税の配分に関する要望
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定
期
総
会
に
は
、
町
村
長
を
は

じ
め
来
賓
及
び
被
表
彰
者
な
ど
四

十
四
人
が
出
席
し
た
。

　

は
じ
め
に
浜
谷
会
長
が
あ
い
さ

つ
で
、「
本
日
表
彰
を
受
け
ら
れ

る
皆
様
に
は
、
こ
の
た
び
の
栄
誉

に
対
し
心
か
ら
敬
意
を
表
し
、
お

喜
び
を
申
し
上
げ
る
。
少
子
高
齢

化
や
人
口
減
少
の
進
展
の
中
で
、

各
町
村
と
も
そ
の
打
開
に
向
け
て

力
を
尽
く
し
て
い
る
が
、
来
年
度

も
本
会
と
し
て
、
引
き
続
き
こ
れ

ま
で
の
政
務
活
動

や
健
康
管
理
活
動
、

研
修
活
動
や
、
各

町
村
が
共
通
で
抱

え
る
課
題
に
対
し

て
、
少
し
で
も
後

押
し
が
で
き
る
よ

う
に
取
組
を
進
め

て
参
り
た
い
。
青

森
県
の
町
村
数

は
、
三
十
町
村
と

全
国
で
も
六
番
目

の
町
村
数
と
な
っ
て
い
る
が
、
私

共
は
こ
れ
を
大
き
な
『
財
産
』
と

し
て
と
ら
え
、
厳
し
い
時
代
環
境

に
あ
っ
て
も
、
三
十
町
村
が
『
連

携
』
と
『
調
和
』
を
も
っ
て
き
め

細
か
い
行
政
対
応
の
推
進
や
諸
課

題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
参
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
述
べ
た
。

　

総
会
で
は
、
全
国
町
村
会
表
彰

と
し
て
自
治
功
労
者
の
三
浦
前
五

戸
町
長
、
船
橋
平
内
町
長
、
平
田

藤
崎
町
長
の
表
彰
伝
達
を
行
っ
た

ほ
か
、
県
町
村
会
表
彰
と
し
て
自

治
功
労
者
の
久
慈
蓬
田
村
長
の
ほ

か
、
一
般
職
員
百
六
十
一
名
（
代

表
・
横
浜
町　

田
中
幸
彦
氏
）
に

表
彰
状
と
記
念
品
を
授
与
し
た
。

　

最
後
に
、
被
表
彰
者
を
代
表
し

て
船
橋
平
内
町
長
が
謝
辞
を
述
べ

た
。

浜谷会長が町村を取り巻く環境について述べる

定期総会には町村長はじめ44人が出席

　

本
会
は
二
月
二
十
六
日
、
青
森

市
の
青
森
国
際
ホ
テ
ル
で
令
和
二

年
第
一
回
定
期
総
会
を
開
催
し
、

令
和
二
年
度
の
事
業
計
画
十
六
項

目
及
び
予
算
な
ど
を
決
定
し
た
ほ

か
、
地
方
創
生
の
推
進
は
じ
め
十

項
目
の
決
議
を
採
択
し
た
。ま
た
、

議
事
に
先
立
ち
、
全
国
町
村
会
表

彰
の
伝
達
及
び
青
森
県
町
村
会
表

彰
と
し
て
自
治
功
労
者
の
表
彰
を

行
っ
た
。

本
会
定
期
総
会

地
方
創
生
の
推
進
、
地
方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
総
額
確
保
な
ど
決
議

永
年
の
功
績
を
称
え
て
全
国
・
県
表
彰

表　

彰

自
治
功
労
者
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表
彰
終
了
後
、
来
賓
の
三
村
知

事
が
祝
辞
を
述
べ
、
ま
た
、
同
じ

く
来
賓
と
し
て
出
席
の
石
戸
県
町

村
議
会
議
長
会
長
、
鉄
永
県
総
務

部
長
、
米
田
県
総
務
部
市
町
村
課

長
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

浜
谷
会
長
が
議
長
と
な
っ
て
議

事
に
入
り
、
令
和
二
年
度
事
業
計

画
案
及
び
予
算
案
な
ど
議
案
四
件

に
つ
い
て
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原

案
ど
お
り
承
認
、
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
金
澤
副
会
長
が
地
方
創

生
の
更
な
る
推
進
や
地
方
交
付
税

等
一
般
財
源
総
額
の
確
保
、
新
た

な
過
疎
法
制
定
な
ど
十
項
目
の
決

町
村
長
並
び
に
町
村
職
員
の
研
修
、

表
彰
、
町
村
職
員
採
用
試
験
、
法

令
外
負
担
金
の
審
査
・
検
討
、
会

報
活
動
等
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
効

果
的･

効
率
的
に
実
施
し
て
い
く
。

　

共
済
関
係
事
業
は
、
関
係
団
体

の
財
政
の
安
定
と
町
村
職
員
等
の

福
祉
の
向
上
に
資
す
る
た
め
、
よ

り
一
層
の
利
用
を
促
進
し
、
も
っ

て
町
村
の
振
興
発
展
と
活
力
あ
る

地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与
し
て
い

く
。

○
議
案
第
二
号　

令
和
二
年
度
青

森
県
町
村
会
会
費
案
＝
会
費
総
額

は
、
六
百
十
七
万
三
千
円
と
す
る
。

○
議
案
第
三
号　

令
和
二
年
度
青

森
県
町
村
会
一
般
会
計
予
算
案
＝

収
入
支
出
予
算
総
額
を
、
収
入
支

出
そ
れ
ぞ
れ
二
億
六
千
七
百
三
十

二
万
二
千
円
（
対
前
年
度
比
千
六

百
十
三
万
二
千
円 

五
・
七
％
減
）
と

す
る
。

○
議
案
第
四
号　

令
和
二
年
度
青
森

県
町
村
会
公
有
物

件
共
済
事
業
等
特

別
会
計
予
算
案
＝

経
常
収
支
計
を
、

四
千
二
百
二
万
九

千
円
と
す
る
。

議
を
朗
読
し
、
満

場
一
致
で
採
択
し

た
。

○
議
案
第
一
号　

令
和
二
年
度
青
森

県
町
村
会
事
業
計

画
案
（
概
要
）
＝

県
、
全
国
町
村
会

及
び
関
係
団
体
と

連
携
を
緊
密
に
し

て
、
町
村
自
治
確

立
の
た
め
、
町
村

財
政
基
盤
の
強
化
な
ど
町
村
が
抱

え
る
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
た
政

務
活
動
を
、
県
内
町
村
の
創
意
と

英
知
を
結
集
し
な
が
ら
積
極
的
に

実
施
す
る
。

　

ま
た
、
本
会
の
主
要
事
業
で
あ

る
町
村
長
の
健
康
維
持
増
進
の
た

め
の
健
康
管
理
事
業
を
は
じ
め
、

決　　議（項目抜粋）
１　一億総活躍社会の実現に向け、地方創生の更なる推進を図ること
１　「まち・ひと・しごと創生事業費」を拡充するとともに、地方交付税等の一般財源総額を確保すること
１　過疎対策を推進するための新たな法律を制定すること
１　農林漁業者が将来にわたって意欲と希望を持って経営に取り組めるよう、経済のグローバル化に対応し
た農林水産業の強力な振興施策を講じること
１　農林漁業の振興による農山漁村の再生・活性化を図るとともに、田園回帰の時代を拓き、都市と農山漁
村の共生社会を実現すること
１　地方分権改革を推進すること
１　急速に進行する少子高齢化や人口減少に対応した医療・保健・福祉・子育て支援施策を強力に推進する
とともに、地域医療の確保・充実のため医師確保対策を推進すること
１　防災・減災・老朽化対策を強力に推進するとともに、道路、河川、生活環境等の積極的な整備促進を図
ること
１　経済の活性化を図るため、地域資源を最大限活用した魅力ある産業の創出や労働力確保対策等、経済・
雇用施策を強力に推進すること
１　陸路、海路、空路の交通網と魅力ある地域資源を活用した観光振興を推進し、交流人口拡大による地域
経済の活性化を図ること

決議文を読み上げる金澤副会長

三村知事が来賓祝辞を述べる

議　

事
令
和
二
年
度予

算
を
決
定
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町
村
長
（
在
職
四
期
以
上
退
任
）

　

三
戸
郡　

五
戸
町
長三

浦　

正
名

町
村
長
（
就
任
三
期
）

　

東
津
軽
郡　

平
内
町
長

　
　
　
　
　
　
　
　

船
橋　

茂
久

　

南
津
軽
郡　

藤
崎
町
長

　
　
　
　
　
　
　
　

平
田　

博
幸

町
村
長
（
在
職
十
年
以
上
）

　

東
津
軽
郡　

蓬
田
村
長

　
　
　
　
　
　
　
　

久
慈　

修
一

一
般
職
の
職
員

（
在
職
二
十
五
年
以
上
）

平
内
町
＝
船
橋
寿
、
須
藤
鉄
博
、

門
脇
淳
、
小
笠
原
淳
子
、
本
堂
薫

外
ヶ
浜
町
＝
三
浦
芳
恭
、
倉
谷
由

紀
子
、
石
田
瞭
、
小
倉
貴
仁
、
野

口
康
志
、
工
藤
良
子

蓬
田
村
＝
藤
本
正
人

鰺
ヶ
沢
町
＝
松
宮
広
枝
、
中
井
純

一
、
神
和
彦
、
奥
口
貴
光
、
齊
藤

正
明
、
伊
東
直
樹
、
長
谷
川
朝
洋

深
浦
町
＝
岩
谷
博
之
、
西
﨑
良
幸

西
目
屋
村
＝
竹
内
賢
一
郎

藤
崎
町
＝
髙
木
勝
則
、
石
澤
岩
博
、

木
村
文
徳
、
村
上
知
広
、
阿
部
優

樹大
鰐
町
＝
中
田
恵
美
子
、
寺
田
恵

理
子
、
須
藤
喜
代
子
、
吹
田
信
子
、

諏
訪
広
美
、
太
田
靖
子

田
舎
館
村
＝
相
坂
篤
、
鈴
木
貴
、

工
藤
康
人
、
須
藤
芳
仁

板
柳
町
＝
小
笠
原
恵
美
子
、
坪
田

直
人
、
工
藤
正
行
、
三
上
真
大
、

山
田
公
人
、
外
川
精
一

鶴
田
町
＝
齋
藤
千
帆
、
中
村
千
晶
、

工
藤
貴
寛
、
宮
本
千
世
紀
、
山
本

清
太
郎
、
中
野
正
幸

中
泊
町
＝
長
尾
信
彦
、
松
江
正
博
、

戸
澤
文
子
、
長
谷
川
朱
子
、
鈴
木

統
生
、
成
田
康
隆
、
熊
木
徹
、
中

西
誠
、
大
西
司
、
長
内
美
加
子

野
辺
地
町
＝
冨
吉
卓
弥
、
安
村
英

彦
、
飯
田
満
、
田
中
仁
、
川
代
真

希
子

七
戸
町
＝
町
屋
淳
一
、
鳥
谷
部
伸

一
、
工
藤
晶
、
大
沢
田
亜
希
子
、

町
屋
さ
お
り
、
中
村
哲
也

六
戸
町
＝
田
中
愛
子
、
田
中
夕
起

子
、
佐
々
木
頼
行
、
高
田
明
宏

横
浜
町
＝
田
中
幸
彦

東
北
町
＝
松
尾
雅
樹

お
い
ら
せ
町
＝
馬
場
太
、
佐
々
木

拓
仁
、
松
山
公
士
、
小
谷
地
肇
、

澤
頭
則
光
、
吉
田
和
孝
、
佐
藤
啓

二
、
小
向
正
樹
、
柏
崎
純
子
、
袴

田
一
仁
、
上
野
宏
子

大
間
町
＝
村
川
馨
子
、

山
本
竜
太

風
間
浦
村
＝
能
渡

春
実
、
近
藤
裕
一
、

五
十
洲
由
紀
子
、
木

村
祐
生
、
飯
田
義
明

佐
井
村
＝
畠
中
清
孝
、

鹿
島
鉄
矢

三
戸
町
＝
松
澤
俊
彰
、

奥
山
昇
吾
、
櫻
井
学
、

福
田
純
子
、
小
笠
原

恵
子
、
中
野
勝
子

五
戸
町
＝
志
村
要
、

上
山
貴
久
、
川
村
和

子
、
大
森
千
津
子
、

行
幸
子

田
子
町
＝
高
岸
徹
、

三
田
浩
、
宮
村
規
恵

子
、
大
久
保
雅
彦
、

尾
形
亜
紀
子
、
盛
田
佳
実
、
大
向

由
岐
子
、
松
橋
正
子
、
川
村
美
和

子南
部
町
＝
沼
畑
輝
、
殿
村
英
子
、

三
浦
桂
、
小
村
良
伸
、
佐
藤
恭
子
、

工
藤
利
雅
、
川
門
前
淳
哉
、
吉
田

真
澄
、
川
村
明
子
、
鈴
木
る
み
子
、

舘
野
直
子
、
大
下
真
紀
子
、
原
田

美
穂
、
山
本
和
子
、
澤
田
邦
一

階
上
町
＝
金
見
靖
子
、
前
田
美
幸
、

平
戸
真
澄

中
部
上
北
広
域
事
業
組
合
＝
寺
澤

美
保
子
、
佐
々
木
佳
子
、
瀬
川
麻

子
、
田
中
明
子
、
吹
越
香
織
、
市

ノ
渡
圭
子
、
鎌
本
秋
一
、
坪
憲
文
、

萩
野
貴
子
、
伊
賀
慎
也
、
小
嶋
諭
、

高
西
明
洋
、
原
子
泰
恒

北
部
上
北
広
域
事
務
組
合
＝
荒
川

弘
美
、
久
保
田
秀
雄
、
尾
駮
直
人
、

秋
田
谷
寿
彦
、
川
原
節
子
、
二
ッ

森
ひ
と
み
、
駒
ヶ
嶺
佐
知
子
、
金

枝
亮
子
、
山
田
尚
子
、
秋
田
美
紀

子
、
木
明
雅
子
、
楢
 舘
恵
美
子

西
海
岸
衛
生
処
理
組
合
＝
吉
田
慎

鰺
ヶ
沢
地
区
消
防
事
務
組
合
＝
吉

田
学

全
国
町
村
会
表
彰

自
治
功
労
者
（
敬
称
略
）

青
森
県
町
村
会
表
彰

自
治
功
労
者
（
敬
称
略
）

左から三浦前五戸町長、船橋平内町長、平田藤崎町長、久慈蓬田村長、横浜
町の田中氏

謝辞を述べる船橋平内町長

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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本
会
は
二
月
二
十
六
日
の
定
期

総
会
に
先
立
ち
、
一
月
二
十
八
日
、

青
森
市
の
ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
で
、

令
和
二
年
第
一
回
理
事
会
を
開
催

し
た
。
出
席
者
は
、
浜
谷
会
長
を

は
じ
め
役
員
町
村
長
十
二
人
。

　

理
事
会
で
は
、
令
和
二
年
度
事

業
計
画
な
ど
の
議
案
四
件
並
び
に
、

定
期
総
会
次
第
案
な
ど
の
協
議
事

項
三
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
そ
れ

ぞ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
、
決
定
し

た
。
事
業
計
画
及
び
予
算
案
は
二

月
二
十
六
日
開
催
の
本
会
定
期
総

会
に
提
出
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
議
案

○
議
案
第
一
号　

令
和
二
年
度
青

森
県
町
村
会
事
業
計
画
案

○
議
案
第
二
号　

令
和
二
年
度
青

森
県
町
村
会
会
費
案

○
議
案
第
三
号　

令
和
二
年
度
青

森
県
町
村
会
一
般
会
計
予
算
案

○
議
案
第
四
号　

令
和
二
年
度
青

森
県
町
村
会
公
有
物
件
共
済
事
業

等
特
別
会
計
予
算
案

協
議
事
項

○
協
議
事
項
一　

令
和
二
年
第
一

回
青
森
県
町
村
会
定
期
総
会
次
第

案
並
び
に
案
件
に
つ
い
て

○
協
議
事
項
二　

決
議
案
に
つ
い

て

○
協
議
事
項
三　

令
和
二
年
度
町

村
長
行
政
調
査
研
修
（
案
）
に
つ

い
て

〇
そ
の
他
（
事
務
局
説
明
事
項
）

・
災
害
対
策
費
用
保
険
事
業

・
自
治
体
の
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
導
入
例

・
令
和
元
年
度
台
風
十
五
号
及
び

台
風
十
九
号
被
害
に
対
す
る
見
舞

金・
地
域
人
口
の
急
減
に
対
処
す
る

た
め
の
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
の

推
進
に
関
す
る
法
律
概
要

第
一
回
生
協
支
部
委
員
会

　

理
事
会
終
了
後
、
引
き
続
き
、

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
県

支
部
は
委
員
会
を
開
催
し
、
議
案

一
件
を
原
案
ど
お
り
承
認
、
決
定

し
、
本
会
定
期
総
会
に
報
告
す
る

こ
と
と
し
た
。

議
案

○
議
案
第
一
号　

令
和
二
年
度
全

国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
青
森

県
支
部
会
計
予
算
案
＝
収
入
支
出

そ
れ
ぞ
れ
三
千
四
百
六
十
二
万
三

千
円
（
対
前
年
度
比
五
十
八
万
五

千
円 

一
・
七
％
減
）
と
す
る
。

市
町
村
長
会
議
提
言
事
項
を
決
定

市
町
村
長
会
議
提
言
事
項
を
決
定

第
２
回
理
事
会

　

本
会
は
三
月
二
十
五
日
、
青
森

市
の
県
共
同
ビ
ル
で
令
和
二
年
第

二
回
理
事
会
を
開
催
し
た
。
出
席

者
は
、
浜
谷
会
長
を
は
じ
め
役
員

町
村
長
十
一
人
。

　

理
事
会
で
は
、
令
和
二
年
度
市

町
村
長
会
議
（
町
村
の
部
）
に
お

け
る
提
言
事
項
に
つ
い
て
協
議
し
、

原
案
ど
お
り
決
定
し
た
。

協
議
事
項

○
協
議
事
項
一　

令
和
二
年
度
市

町
村
長
会
議
（
町
村
の
部
）
に
つ

い
て
＝
次
の
十
三
項
目
を
同
会
議

に
お
い
て
提
言
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
。

１　

地
方
創
生
の
推
進
に
つ
い
て

２　

町
村
財
政
基
盤
の
充
実
強
化

に
つ
い
て

３　

新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定

に
つ
い
て
（
新
規
）

４　

電
子
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

５　

海
岸
漂
着
物
等
の
対
策
に
つ

い
て

６　

医
療
・
保
健
・
福
祉
・
子
育

て
支
援
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

７　

雇
用
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

８　

農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い

て
９　

社
会
基
盤
の
整
備
促
進
等
に

つ
い
て

10　

観
光
客
誘
客
対
策
の
強
化
に

つ
い
て

11　

原
子
力
施
設
の
安
全
対
策
及

び
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て

12　

少
人
数
教
育
の
推
進
に
つ
い

て
13　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
つ
い
て
（
新
規
）

市町村長会議の提言事項を協議

令
和
２
年
度
事
業
計
画

な
ど
を
審
議

令
和
２
年
第
１
回
理
事
会
・
生
協
支
部
委
員
会
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本
会
は
、
二
月
十
二
日
、
衆
議

院
議
長
公
邸
で
大
島
理
森
衆
議
院

議
長
へ
の
表
敬
訪
問
を
行
っ
た
。

出
席
者
は
浜
谷
会
長
を
は
じ
め
、

二
十
九
町
村
長
。

　

衆
議
院
議
長
公
邸
で
は
、
公
邸

内
見
学
の
ほ
か
、
滝
沢
求
参
議
院

議
員
も
同
席
し
、
総
務
省
職
員
か

ら
の
施
策
説
明
の
後
、
町
村
長
が

そ
れ
ぞ
れ
町
村
の
現
状
を
説
明
す

る
な
ど
、
大
島
議
長
と
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

　

本
会
は
二
月
十
二
日
、
東
京
都

内
で
、
県
、
県
市
長
会
と
の
合
同

に
よ
り
、
道
路
除
排
雪
経
費
に
対

す
る
特
別
交
付
税
の
配
分
に
関
し

て
総
務
省
へ
、
財
政
支
援
に
関
し

て
国
土
交
通
省
へ
要
望
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
村
の
除
排
雪
作
業

に
か
か
る
費
用
が
増
大
し
て
い
る

こ
と
を
受
け
、
国
の
財
政
支
援
を

求
め
実
施
し
た
も
の
。

　

要
望
に
は
三
村
知
事
の
ほ
か
、

市
長
会
か
ら
小
野
寺
会
長
、
本
会

か
ら
浜
谷
会
長
が
参
加
し
た
。
当

日
は
、
総
務
省
で
は
黒
田
事
務
次

官
、
内
藤
自
治
財
政
局
長
、
谷
大

臣
官
房
審
議
官
、
大
沢
自
治
財
政

局
財
政
課
長
に
、
国
土
交
通
省
で

は
由
木
国
土
交
通
審
議
官
、
長
橋

道
路
局
次
長
に
面
談
の
う
え
、
要

望
活
動
を
行
っ
た
ほ
か
、
県
選
出

国
会
議
員
に
は
、
道
路
除
排
雪
関

連
経
費
の
財
政
支
援
に
つ
い
て
要

望
書
を
提
出
し
た
。

大
島
衆
議
院
議
長
を
表
敬
訪
問

道路除排雪経費の
財政支援等を要望

県・市長会と合同で総務省・国土交通省に

総務省の黒田事務次官に要望

令和元年度道路除排雪経費に対する
特別交付税の配分に関する要望

　本県は、全域が豪雪地帯であり、例年、厳冬期である２月に
降雪のピークを迎えます。また、ピークが過ぎた後も、除雪に
より、大量の雪が路側等に堆積し、道路交通障害等、住民生活
に大きな支障を来しております。
　このような状況に対応するため、本県町村は、住民生活の安
全・安心の確保、及び地域経済活動を図ることから、通勤・通
学路などの生活道路の除排雪等に全力を挙げて取り組んでおり
ます。
　そのような中、本格的な降雪期を迎え、今後の道路除排雪に
よる多額の財政支出が見込まれます。
　つきましては、本県町村の現状及び厳しい財政状況をご賢察
のうえ、令和元年度の道路除排雪経費に対する特別交付税の配
分について、特段の御配慮をお願いします。
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青 森 県 町 村 長 等 名 簿 令和２年４月１日現在　
町村数30町村（22町８村）

区　分
町村 町　村　長　氏　名 生年月日 当選

回数
任期満了
年 月 日 副町村長氏名

東
郡

平 内 町 船　　橋　　茂　　久 S24. 7.17 ３ Ｒ５.11.14 山　　田　　光　　昭
今 別 町 中　　嶋　　久　　彰 S30. 7.18 １ Ｒ３.10.12
外 ヶ 浜 町 山　　﨑　　結　　子 S56. 6.21 １ Ｒ３. 4.23
蓬 田 村 久　　慈　　修　　一 S25. 8. 1 ２ Ｒ３.11. 8 工　　 　　洋　　一

西
郡

鰺 ヶ 沢 町 平　　田　　　　　衛 S34.11. 1 １ Ｒ３.12.26 加　　藤　　隆　　之
深 浦 町 吉　　田　　　　　満 S28. 9. 9 ３ Ｒ２.12.20 菊　　池　　雄　　司

中郡 西 目 屋 村 関　　　　　和　　典 S42. 2.24 ４ Ｒ４. 2.25

南
郡

藤 崎 町 平　　田　　博　　幸 S32. 6. 2 ３ Ｒ５.11.19 五 十 嵐　　　　　晋
大 鰐 町 山　　田　　年　　伸 S27. 3.11 ３ Ｒ４. 7.21
田 舎 館 村 鈴　　木　　孝　　雄 S12. 2.10 ４ Ｒ２.11.17 葛　　西　　幸　　男

北
郡

板 柳 町 成　　田　　　　　誠 S28. 3. 4 ２ Ｒ５. 4.29 村　　上　　孝　　夫
鶴 田 町 相　　川　　正　　光 S28.10.29 ２ Ｒ４. 8.20 成　　田　　正　　利
中 泊 町 濱　　舘　　豊　　光 S34.10. 3 １ Ｒ３. 4.23 横　　野　　彰　　吾

上
北
郡

野 辺 地 町 野　　村　　秀　　雄 S38. 4.15 １ Ｒ５.10.26 江 刺 家　　和　　夫
七 戸 町 小　　又　　　　　勉 S24. 1. 2 ４ Ｒ３. 4.23 高　　坂　　信　　一
六 戸 町 吉　　田　　　　　豊 S25. 3.28 ８ Ｒ６. 1.27
横 浜 町 野　　坂　　　　　充 S26. 1.31 ４ Ｒ２.12.11 新　　渡　　喜　　広
東 北 町 蛯　　名　　鉱　　治 S34. 9.23 １ Ｒ３. 4.23 向　　井　　正　　弘
お い ら せ 町 成　　田　　　　　隆 S26. 2. 4 ２ Ｒ４. 3.25 小　　向　　仁　　生
六 ヶ 所 村 戸　　田　　　　　衛 S22. 1.28 ２ Ｒ４. 7. 6 橋　　本　　　　　晋

下
北
郡

大 間 町 金　　澤　　満　　春 S25. 3. 9 ４ Ｒ３. 1.18 菊　　池　　武　　利
東 通 村 越　　善　　靖　　夫 S17. 1. 7 ６ Ｒ３. 4.12 林　　　　　春　　美
風 間 浦 村 冨　　岡　　　　　宏 S37. 4.27 １ Ｒ３. 2.18
佐 井 村 樋　　口　　秀　　視 S26. 4.10 ２ Ｒ４. 4.26 田 名 部　　二　　郎

三
戸
郡

三 戸 町 松　　尾　　和　　彦 S38. 5. 9 １ Ｒ２.12.15 馬　　場　　浩　　治
五 戸 町 若　　宮　　佳　　一 S41.12.30 １ Ｒ５. 6.26 大 久 保　　　　　均
田 子 町 山　　本　　晴　　美 S39. 4.10 ３ Ｒ６. 1.14 原　　　　　昌　　德
南 部 町 工　　藤　　祐　　直 S30. 5.22 ６ Ｒ４. 2.11 佐 々 木　　俊　　昭
階 上 町 浜　　谷　　豊　　美 S31. 8.23 ４ Ｒ３.12.23 沼　　沢　　範　　雄
新 郷 村 櫻　　井　　雅　　洋 S27. 5.25 １ Ｒ３. 5.28

　

任
期
満
了
に
伴
う
六
戸
町
長
選

挙
は
、
一
月
十
九
日
、
投
開
票

が
行
わ
れ
、
現
職
の
吉
田
豊
氏

（
70）

が
八
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
町
議
会
議
長

六
戸
町
長　

吉よ
し

田だ　
　

豊ゆ
た
か　

氏

町
村
長
選
挙
結
果

　
「
町
村
の
魅
力
発
信
事
業
助
成
事
業
」
は
、
令
和
２
年
度
も
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
趣

旨
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
積
極
的
な
ご
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
主
な
助
成
内
容

　

１　

助
成
金
額
：
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
２
月
28
日
ま
で
に
実
施
す
る

事
業
に
対
し
、
１
町
村
当
た
り
２
０
０
万
円
を
限
度
に
実
費
助
成

　

２　

助
成
対
象
経
費

　
　
　

謝
金
、
旅
費
、
印
刷
製
本
費
・
複
写
費
、
賃
借
料
、
通
信
運
搬
費
、
共
同
事
業

に
関
す
る
負
担
金
、
そ
の
他
事
業
を
行
う
上
で
本
会
会
長
が
必
要
と
認
め
る
経

費

　

３　

助
成
対
象
事
業
例

　
　

・
イ
ベ
ン
ト
等
開
催
に
係
る
観
光
振
興
等
に
係
る
事
業

　
　

・
地
域
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
人
材
育
成
・
確
保
事
業

　
　

・
産
業
振
興
上
必
要
な
事
業

　
　

・
地
域
資
源
の
発
掘
、
活
用
に
よ
る
商
品
開
発
、
需
要
拡
大
事
業

　
　

・
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
・
環
境
整
備
に
つ
な
が
る
施
設
整
備
事
業　

■
申
請
期
限

　

令
和
2
年
５
月
29
日
（
金
）
ま
で
に
、
別
に
定
め
る
事
業
計
画
申
請
書
を
本
会
へ
提

出
願
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　

町
村
の
魅
力
発
信
事
業
助
成
事
業
に
関
し
て
は
、
本
会
業
務
共
済
課
（
電
話
：

０
１
７
―
７
２
３
―
１
３
３
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

町
村
の
魅
力
発
信
事
業
助
成
事
業
を
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
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令和２年度町村会関係主な行事予定
会議等の名称 日　時 場　所

正副会長・理事・監事・政務調査委員長・顧問合同会議 ５月21日（木）　13時 町村会役員室

県広報広聴協議会　理事会 ５月21日（木）　14時 町村会会議室

全国山村過疎地域振興連盟県支部　理事会 ５月21日（木）　14時15分 町村会役員室

発電関係市町村全国協議会県支部　総会 ５月21日（木）　14時45分 町村会会議室

総務厚生委員会・産業経済委員会 ５月28日（木）　10時30分 未定

市町村長会議（町村の部） ５月28日（木）　15時 青森市・ラ・プラス青い森

令和３年度重点施策提案に係る国会議員説明会 ５月31日（日）　13時 青森市・青森国際ホテル

監査会 ７月中旬予定 町村会役員室

理事会 ８月上旬予定 町村会役員室

町村長健康管理研修

８月25日（火）～ 27日（木）
　１日目　定期総会　15時
　２日目　健康管理研修

大鰐町

　３日目　半日ドック 青森市
あおもり人間ドックセンター

理事会 10月予定 町村会役員室

法令外負担金等委員会 10月予定 町村会役員室

県選出国会議員との懇談会 11月25日（水）　17時 東京都・ホテルニューオータニ

全国町村長大会 11月26日（木）　正午 東京都・ホテルニューオータニ

北東北三県町村長中央研修会
（秋田県・岩手県町村会との合同開催） 11月26日（木）　15時 東京都・ホテルニューオータニ

北東北三県町村長中央交流会
（秋田県・岩手県町村会との合同開催） 11月26日（木）　17時 東京都・ホテルニューオータニ

　

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
は
二

月
二
十
六
日
、
青
森
市
の
青
森
国

際
ホ
テ
ル
で
令
和
二
年
第
一
回
議

会
定
例
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者

は
浜
谷
管
理
者
を
は
じ
め
、
議
員

等
十
市
町
村
長
。

　

は
じ
め
に
、
議
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
議
長
に
相
川
鶴
田
町
長
、

副
議
長
に
冨
岡
風
間
浦
村
長
を
そ

れ
ぞ
れ
選
任
し
た
。
引
き
続
き
、

浜
谷
管
理
者
が
令
和
二
年
度
予
算

な
ど
三
件
の
議
案
と
二
件
の
報
告

事
項
の
提
案
理
由
を
説
明
し
、
そ

れ
ぞ
れ
審
議
し
た
結
果
、
原
案
ど

お
り
議
決
、
同
意
並
び
に
承
認
し

た
。

　

議
案
・
報
告
は
次
の
と
お
り
。

議
案

○
議
案
第
一
号　

令
和
二
年
度
組

合
一
般
会
計
予
算
案
＝
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
八
億
六
千
八
百
七
十
二
万
六

千
円
と
す
る
。

○
議
案
第
二
号　

令
和
二
年
度
組

合
市
町
村
税
等
滞
納
整
理
特
別
会

計
予
算
案
＝
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
七
千

百
四
十
八
万
九
千
円
と
す
る
。

○
議
案
第
三
号　

監
査
委
員
の
選

任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
の
件

＝
議
員
の
う
ち
か
ら
選
任
し
た
監

査
委
員
の
任
期
が
令
和
元
年
十
一

月
三
十
日
で
満
了
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
新
た
に
山
田
大
鰐
町
長
を

選
任
し
た
。

○
報
告
第
一
号　

専
決
処
分
し
た

事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め
る

の
件
（
青
森
県
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
規
約
の
一
部
を
改
正
す

る
規
約
（
専
決
第
二
号
））

〇
報
告
第
二
号　

専
決
処
分
し
た

事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め
る

の
件
（
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
専

決
第
一
号
））

令
和
２
年
度

予
算
な
ど
決
定

総
合
事
務
組
合
議
会
定
例
会

令和２年度予算などを審議



９

町
村
等
職
員
（
一
部
事
務
組

合
等
含
む
）の
任
用
事
務
の
公
平
・

効
率
化
を
図
る
た
め
、
本
会
が
町

村
等
の
要
請
に
基
づ
き
実
施
す
る

町
村
職
員
採
用
試
験
の
令
和
元
年

度
実
施
状
況
は
下
表
の
と
お
り
。

　

実
施
日
は
、
日
本
人
事
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
が
定
め
た
全
国
統
一

試
験
の
七
月
二
十
八
日
（
日
）
と

九
月
二
十
二
日
（
日
）
二
回
。
ま

た
、
そ
の
他
の
期
日
に
個
別
試
験

を
実
施
し
た
。

　

令
和
二
年
度
に
町
村
職
員
採
用

試
験
の
実
施
を
申
込
み
す
る
団
体

は
、
本
会
指
定
の
期
日
ま
で
に
、

所
定
の
様
式
に
て
本
会
へ
お
知
ら

せ
願
い
ま
す
。
実
施
申
込
み
や
試

験
実
施
科
目
な
ど
、
ご
不
明
な
点

は
本
会
業
務
共
済
課
【
電
話
０
１

７
（
７
２
３
）
１
３
３
１
】
に
お

問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

［

令
和
二
年
度
町
村
職
員

採
用
統
一
試
験
の
概
要］

○
試
験
期
日
・
職
種

・
第
一
回
（
大
学
卒
業
程
度
）

　

令
和
二
年
七
月
十
二
日
（
日
）

・
第
二
回
（
短
大
・
高
校
卒
業
程
度
）

　

令
和
二
年
九
月
二
十
日
（
日
）

○
場
所

　

第
一
、
二
回
と
も
青
森
市
内

○
実
施
申
込
方
法

　

各
団
体
に
既
に
ご
案
内
し
て
い

る
「
令
和
二
年
度
町
村
職
員
採
用

試
験
実
施
申
込
書
」
を
、
四
月
十

五
日
（
水
）
ま
で
に
本
会
へ
送
付

願
い
ま
す
。

○
そ
の
他
留
意
事
項
等

・
受
験
者
数
の
報
告

　

第
一
回
（
大
学
卒
業
程
度
）
は

六
月
四
日
（
木
）、
第
二
回
（
短

大
・
高
校
卒
業
程
度
）
は
八
月
三

日
（
月
）
ま
で
に
、
受
験
者
名
簿

を
本
会
へ
提
出
願
い
ま
す
。

・
公
募
方
法

　

受
験
者
公
募
の
手
続
き
は
各
団

体
が
行
う
こ
と
と
し
、
右
記
の
名

簿
提
出
期
日
に
間
に
合
う
よ
う
公

募
を
お
願
い
し
ま
す
。
受
験
票
は

各
団
体
が
作
成
し
、
試
験
当
日
に

受
験
者
が
必
ず
持
参
す
る
よ
う
周

知
徹
底
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
試
験
当
日
の
実
施
運
営

　

例
年
、
本
会
職
員
と
試
験
実
施

団
体
担
当
者
が
連
携
し
対
応
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
願
い
ま

す
。

・
担
当
者
事
前
説
明
会

　

試
験
係
員
と
な
る
試
験
実
施
団

体
担
当
者
を
対
象
と
し
た
事
前
説

明
会
を
六
月
下
旬
に
予
定
し
て
い

ま
す
。
試
験
実
施
申
込
み
の
あ
っ

た
団
体
に
後
日
ご
案
内
し
ま
す
。

・
経
費
負
担

　

試
験
問
題
の
作
成
及
び
採
点
に

係
る
経
費
は
、
団
体
申
込
み
の
科

目
料
金
を
申
込
人
数
に
応
じ
て
負

担
い
た
だ
き
ま
す
。

・
個
別
試
験

　

統
一
試
験
日
以
外
の
期
日
の
個

別
試
験
の
実
施
は
、
本
会
は
問
題

用
紙
等
の
提
供
・
採
点
の
み
行
い

ま
す
。
実
施
団
体
は
、
試
験
日
の

一
ヵ
月
前
ま
で
に
本
会
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

令
和
元
年
度
実
施
状
況

令
和
二
年
度
実
施
申
込
受
付
中

令和元年度町村職員採用統一試験受験申込者数（統一・個別合算）
（単位：人）

団体名

職　　　種

合計上　級 中　級 初　級 社
会
人行政 土木 保健師 一般 社会

福祉 保健師 栄養士 看護師 一般 一般
（身障） 消防 土木

平 内 町 10 3 6 6 1 7 33
今 別 町 6 6
外 ヶ 浜 町 2 11 6 19
蓬 田 村 1 2 3
鰺 ヶ 沢 町 8 2 12 22
深 浦 町 3 4 7
西 目 屋 村 5 5
藤 崎 町 30 5 7 42
大 鰐 町 22 2 7 2 33
田 舎 館 村 4 4
板 柳 町 10 2 3 2 3 2 22
鶴 田 町 18 1 8 1 28
中 泊 町 20 20
野 辺 地 町 5 7 12
七 戸 町 7 4 1 8 20
六 戸 町 8 3 1 12
横 浜 町 1 1
東 北 町 4 3 3 10
お い ら せ 町 14 11 4 14 43
六 ヶ 所 村 8 10 18
大 間 町 1 3 12 16
東 通 村 3 2 5
風 間 浦 村 2 3 5
佐 井 村 4 4
三 戸 町 0
五 戸 町 9 5 8 12 34
田 子 町 2 1 1 4
南 部 町 8 4 12
階 上 町 13 13
新 郷 村 0
中 部 上 北 広 域 事 業 組 合 5 8 13
上北地方教育・福祉事務組合 6 6
鰺ヶ沢地区消防事務組合 8 8
北 部 上 北 広 域 事 務 組 合 16 16

167 4 16 18 6 22 3 2 155 7 45 1 50 496

町
村
職
員
採
用
試
験

令
和
元
年
度
実
施
状
況
と

令
和
二
年
度
実
施
に
つ
い
て
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本
会
に
事
務
局
を
置
く
県
広
報

広
聴
協
議
会
は
、
二
月
四
日
、
青

森
市
の
県
共
同
ビ
ル
で
令
和
二
年

県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
会
を
開

催
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
市
町
村
の
広

報
活
動
の
向
上
を
目
的
に
開
催
し

て
い
る
も
の
で
、
県
内
市
町
村

か
ら
広
報
紙
二
十
一
点
、
写
真

四
十
三
点
、
映
像
一
点
の
応
募
が

あ
っ
た
。

　

六
名
の
審
査
委
員
に
よ
る
厳
正

な
審
査
の
結
果
、
広
報
紙
総
合
の

部
で
弘
前
市
の｢

広
報
ひ
ろ
さ
き
」

（
平
成
31
年
１
月
１
日
号
）
が
特

選
、む
つ
市
の｢

広
報
む
つ｣

（
令

和
元
年
11
月
号
）
が
準
特
選
と

な
っ
た
。

　

上
位
入
賞
作
品
は
、
日
本
広
報

協
会
主
催
の
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
に
県
代
表
と
し
て
推
薦
す
る
。

令
和
２
年
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

　

広
報
紙
総
合
の
部

　
「
広
報
ひ
ろ
さ
き
」
が
特
選

令和２年青森県広報コンクール審査結果

広報紙部門（総合の部）
特　選　弘　前　市　「広報ひろさき」 １月１日号※
準特選　む　つ　市　「広報むつ」 11月号※

広報紙部門（市部）
入　選　つ が る 市　「広報つがる」　　 ８月号　　
佳　作　三　沢　市　「広報みさわ」　　 ３月号　
奨励賞　十 和 田 市　「広報とわだ」　 　11月号　
奨励賞　平　川　市　「広報ひらかわ」　 　９月号　

広報紙部門（町村部）
入　選　板　柳　町　「広報いたやなぎ」　 　11月号　
佳　作　東　北　町　「広報とうほく」　　 10月号　
奨励賞　田 舎 館 村　「広報いなかだて」　 　９月号　
奨励賞　三　戸　町　「広報さんのへ」　　 ８月号　

広報写真部門（一枚写真の部）
入　選　鰺 ヶ 沢 町　「広報あじがさわ」　 　11月号※
佳　作　新　郷　村　「広報しんごう」　 　３月号　
奨励賞　つ が る 市　「広報つがる」　 　６月号　
奨励賞　平　内　町　「広報ひらない」　 　３月号　
奨励賞　階　上　町　「広報はしかみ」　 　３月号　

広報写真部門（組み写真の部）
入　選　深　浦　町　「広報ふかうら」　 　12月号※
佳　作　田 舎 館 村　「広報いなかだて」　 　３月号　
奨励賞　弘　前　市　「広報ひろさき」　 　９月１日号　
奨励賞　東　北　町　「広報とうほく」　 　６月号　
奨励賞　新　郷　村　「広報しんごう」　 　３月号　

映像部門
入　選　三　戸　町　「三戸町のあゆみ　～my home town ～」※

※印は日本広報協会主催の全国広報コンクールへの推薦作品

一枚写真の部
入選　鰺ヶ沢町「広報あじがさわ」

特選　弘前市「広報ひろさき」
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県
と
全
国
山
村
過
疎
地
域
振
興

連
盟
青
森
県
支
部
は
二
月
二
十
日
、

第
四
回
青
森
県
過
疎
対
策
研
究
会

を
県
庁
で
開
催
し
た
。

　

今
回
は
、
研
究
会
の
報
告
書
案

に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
説
明
が
あ

り
、
委
員
か
ら
は
「
地
域
文
化
の

振
興
等
に
つ
い
て
、
自
然
環
境
の

保
全
を
よ
り
前
面
に
押
し
出
す
べ

き
で
は
な
い
か
」「
今
後
の
過
疎

対
策
に
つ
い
て
、
県
内
・
県
外
の

具
体
的
な
事
例
や
写
真
を
掲
載
し

て
は
ど
う
か
」
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
会
全

体
を
通
し
て
、「
今
後
の
過
疎
対

策
と
し
て
、
一
自
治
体
だ
け
で
な

く
団
体
同
士
で
広
域
的
に
協
力
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
」「
過
疎
対

策
事
業
の
実
績
や
効
果
を
検
証
し
、

行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
て
い
る
。
良
い
事
業
に
つ

い
て
は
県
外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
必

要
も
あ
る
」
な
ど
の
意
見
が
委
員

か
ら
出
さ
れ
た
。

報
告
書
を
公
表

　

県
過
疎
対
策
研
究
会
で
は
令
和

元
年
七
月
に
設
置
さ
れ
て
以
来
、

四
回
に
わ
た
っ
て
本
県
過
疎
地
域

の
現
状
や
課
題
を
議
論
し
、
本
県

の
実
情
に
即
し
た
新
た
な
過
疎
対

策
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
般
、
報
告
書

と
し
て
取
り
ま
と
め
、
公
表
し
た
。

報
告
書
は
、「
本
県
過
疎
地
域
の

現
状
と
課
題
」「
今
後
の
過
疎
対

本
会
は
県
内
三
十
町
村
を
対
象

に
、
過
去
三
年
に
お
け
る
資
格
免

許
職
職
員
の
採
用
状
況
に
つ
い
て
、

令
和
二
年
一
月
〜
二
月
に
か
け
て

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
の
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

１　

資
格
免
許
職
の
採
用
予
定
人

数
、
応
募
者
数
及
び
最
終
的
な

採
用
人
数

・
保
健
師
の
採
用
人
数
に
つ
い
て

は
二
十
三
町
村
が
回
答
し
、
延

べ
五
十
一
人
の
採
用
予
定
に
対

し
、
最
終
的
な
採
用
人
数
は
約

三
分
の
二
で
あ
る
三
十
三
人
に

と
ど
ま
っ
た
。

・
看
護
師
の
採
用
人
数
に
つ
い
て

策
に
つ
い
て
」
な
ど
で
構
成
し
て

い
る
。「
今
後
の
過
疎
対
策
に
つ

い
て
」
で
は
国
に
期
待
さ
れ
る
支

援
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
過
疎
対

策
事
業
債
の
総
額
増
及
び
社
会
イ

ン
フ
ラ
や
公
共
施
設
等
の
除
却
の

追
加
、
中
間
支
援
組
織
の
立
ち
上

げ
に
係
る
経
費
及
び
活
動
経
費
の

補
助
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

は
九
町
村
が
回
答
し
、
延
べ

九
十
一
人
の
採
用
予
定
に
対
し
、

最
終
的
な
採
用
人
数
は
約
三
分

の
二
で
あ
る
六
十
二
人
に
と
ど

ま
っ
た
。

・
そ
の
他
の
職
種
で
は
、
薬
剤
師

や
臨
床
検
査
技
師
等
が
採
用
予

定
数
に
満
た
な
い
と
い
う
回
答

が
あ
っ
た
。

２　

職
種
ご
と
の
最
近
二
〜
三
年

の
採
用
状
況
に
つ
い
て

・
保
健
師
に
つ
い
て
は
、
二
十
三

町
村
の
う
ち
八
町
村
が
「
採
用

予
定
数
に
満
た
な
い
」「
採
用

予
定
数
に
満
た
な
い
状
況
が
続

い
て
お
り
、
極
め
て
深
刻
」
ま

た
は
「
応
募
者
が
全
く
な
い
」

と
回
答
。

・
看
護
師
に
つ
い
て
は
、
八
町
村

の
う
ち
三
町
村
が
「
採
用
予
定

数
に
満
た
な
い
」「
採
用
予
定

数
に
満
た
な
い
状
況
が
続
い
て

お
り
、
極
め
て
深
刻
」
ま
た
は

「
応
募
者
が
全
く
な
い
」と
回
答
。

３　

そ
の
他
意
見（

自
由
回
答）

・
試
験
を
し
て
も
な
か
な
か
人
数

が
集
ま
ら
ず
、
採
用
の
内
定
を

し
て
も
他
自
治
体
と
重
複
し
て

受
験
し
て
い
る
こ
と
も
多
い
た

め
、
内
定
後
に
断
ら
れ
る
ケ
ー

ス
が
多
く
、
安
定
的
に
人
材
を

確
保
で
き
な
い
。

・
学
生
の
う
ち
に
保
健
師
へ
の
魅

力
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
も
大

事
だ
と
感
じ
て
い
る
。

第
四
回
過
疎
対
策

研
究
会
を
開
催

県
過
疎
対
策
研
究
会

保
健
師
・
看
護
師
採
用
、
厳
し
い
現
状

町
村
職
員
（
資
格
免
許
職
）
の
採
用
状
況
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

0

20

40

60

80

100

120
応募者数

採用人数

採用予定人数

充足率

（単位：人、％）

保
健
師

看
護
師

栄
養
士

社
会
福
祉
士

そ
の
他

図　資格免許職の採用状況（Ｈ29～Ｒ元 累計）

表　最近２～３年の採用状況について （単位：町村）

保健師 看護師 栄養士 社会
福祉士

採用試験を実施しており、採用予定人数
は充分確保できている 15 5 7 8

採用試験を実施しているが、採用人数は
採用予定数に満たない 4 1 0 0

採用人数が採用予定数に満たない状況が
続いており、極めて深刻 1 1 0 0

応募者が無く、試験が実施できない状況 3 1 0 0
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フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
と
は
、

地
図
を
も
と
に
時
間
内
に
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
を
回
り
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
で
見
本
と
同
じ
写
真
を

撮
影
す
る
こ
と
で
点
数
を
獲
得

し
、
そ
の
合
計
点
の
多
さ
を
競
う

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
の
よ
う
な
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ス
タ
ー

ト
地
点
よ
り
遠
い
と
こ
ろ
ほ
ど
点

数
が
高
く
な
る
た
め
、
三
時
間
の

制
限
時
間
内
に
遠
く
を
目
指
す
か
、

近
場
を
多
く
回
る
か
等
を
考
え
る

必
要
が
あ
り
、
頭
と
体
を
程
よ
く

使
う
競
技
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
全
国
的
に
少
し
ず
つ
広
が

り
を
見
せ
て
お
り
、
平
成
三
十
年

十
月
に
青
森
県
南
地
方
で
は
初
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
（
県
内
最
初

の
開
催
は
平
成
二
十
九
年
の
大
鰐

町
で
、
五
戸
町
は
県
内
二
番
目
）。

　

競
技
は
自
分
の
足
で
歩
き
、
設

定
さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で

見
本
の
写
真
と
同
じ
風
景
に
参
加

者
自
ら
が
映
り
込
ん
だ
写
真
を
撮

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
町
歩
き
の

よ
う
な
観
光
効
果
と
、
競
技
中
の

飲
食
や
買
い
物
は
自
由
で
あ
る
こ

と
か
ら
商
工
物
産
振
興
も
期
待
で

き
ま
す
。
ま
た
、
競
技
の
参
加
者

と
し
て
町
内
外
か
ら
人
が
集
ま
る

た
め
、
賑
わ
い
創
出
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
何
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
と
い
う
側
面
を
持
ち
な
が
ら
、

実
際
に
は
上
位
入
賞
を
狙
う
本
格

的
な
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
小
さ
な
子
供

を
連
れ
て
家
族
で
回
る
チ
ー
ム
ま

で
幅
広
い
層
が
参
加
し
て
い
る
た

め
、
様
々
な
人
に
町
の
総
合
的
な

魅
力
を
発
信
す
る
機
会
に
も
な
り

ま
す
。

　

五
戸
町
商
工
会
は
五
戸
町
と
新

郷
村
の
二
つ
の
行
政
区
分
に
ま
た

が
る
商
工
会
で
あ
り
、
そ
の
青
年

部
も
同
様
に
両
町
村
の
地
域
振
興

に
関
す
る
事
業
を
毎
年
様
々
行
っ

て
い
ま
す
が
、
地
域
の
清
掃
奉
仕

活
動
や
ベ
ン
ト
で
の
出
店
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
り
、
部
員
間
で
は
こ
れ

ら
以
外
の
新
規
事
業
を
考
え
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
青
年
部
員
に
は

フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ

と
は

始
め
る
に
至
っ
た
経
緯

ま

ち
づくりへ

の

三戸郡

五
ご

戸
のへ

町
まち

運
動
し
な
が
ら
観
光
で
き
る
！

フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
で
賑
わ
い
創
出

　

青
森
県
南
に
位
置
す
る
五
戸
町
で
は
平
成
三
十
年
か
ら
フ
ォ
ト
ロ

ゲ
イ
ニ
ン
グ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
町
内
の
名
所
や
旧
跡
、
店
舗
な

ど
を
巡
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
で
、
商
工
物
産
振
興
、
賑
わ

い
創
出
な
ど
の
効
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

第２回大会には町内外から 79 名が参加
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年
齢
上
限
が
あ
り
四
十
五
歳
に
な

る
と
部
員
を
卒
業
す
る
こ
と
か

ら
、
将
来
的
に
部
員
が
減
少
し
少

な
い
人
数
で
も
継
続
し
て
運
営
で

き
る
よ
う
な
事
業
を
考
え
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
部
員

か
ら
「
フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
を

青
年
部
と
し
て
五
戸
町
で
や
り
た

い
」
と
い
う
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
は
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
、
ま
だ

あ
ま
り
メ
ジ
ャ
ー
で
は
な
く
新
規

性
が
あ
る
こ
と
、
運
営
す
る
た
め

の
人
数
も
競
技
前
後
に
は
あ
る
程

度
必
要
だ
が
競
技
中
は
少
な
く
て

済
む
こ
と
、
町
の
観
光
、
物
産
、

商
工
振
興
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
等
の
条
件
が
揃
っ
て
い

た
た
め
、
青
年
部
と
し
て
大
会
を

開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
一
回
大
会
は
平
成
三
十
年
十

月
二
十
八
日
に
開
催
。
宣
伝
の
効

果
も
あ
り
四
十
一
チ
ー
ム
、
百
十

七
名
が
参
加
し
、
第
二
回
大
会
は

平
成
三
十
一
年
十
月
五
日
の
開
催

で
二
十
六
チ
ー
ム
、
七
十
九
名
の

参
加
と
な
り
ま
し
た
。
第
二
回
は

町
内
で
の
産
業
ま
つ
り

の
日
に
合
わ
せ
て
開
催

し
た
こ
と
や
近
隣
町
村

で
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り

参
加
者
数
は
減
少
し
ま

し
た
が
、
二
回
と
も
参

加
し
た
リ
ピ
ー
タ
ー
も

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
町
内
の
参
加

者
が
約
三
割
で
八
戸
市

か
ら
の
参
加
者
が
四
割
、

ま
た
近
隣
市
町
村
か
ら

の
参
加
者
も
多
く
遠
く

は
弘
前
市
か
ら
も
参
加

し
て
い
ま
し
た
。

　

競
技
範
囲
は
ス
タ
ー

ト
地
点
か
ら
約
半
径
五
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
す
が
、
町
内
の
様
々
な
道

を
通
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を

経
由
し
な
が
ら
、
有
名
な
店
や
見

ど
こ
ろ
か
ら
何
で
も
な
い
よ
う
な

道
端
の
看
板
等
ま
で
多
彩
な
五
戸

町
の
顔
を
見
て
も
ら
え
る
よ
う
に

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
設
定
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
町
の
物
産
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
入
賞
賞
品
に
は
町
の
三

大
肉
で
あ
る
あ
お
も
り
倉
石
牛
、

青
森
シ
ャ
モ
ロ
ッ
ク
、
馬
肉
の
ほ

か
、
蔵
元
の
あ
る
日
本
酒
の
菊
駒

と
如
空
、
町
特
産
の
紅
玉
り
ん
ご

や
ア
ピ
オ
ス
、
こ
う
せ
ん
を
原
料

に
使
用
し
た
お
菓
子
や
〝
か
っ

け
〞、
な
ん
ば
ん
み
そ
な
ど
の
特

産
品
を
用
意
し
た
ほ
か
、
参
加
賞

は
倉
石
地
区
の
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス

と
町
内
の
温
泉
の
入
浴
券
と
し
、

上
位
入
賞
者
だ
け
で
な
く
参
加
者

全
員
に
町
の
魅
力
を
発
信
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
第
二
回
大
会
で
は

競
技
中
に
町
内
の
飲
食
店
で
飲
食

し
た
チ
ー
ム
に
加
点
を
す
る
特
別

ル
ー
ル
を
設
け
て
参
加
者
に
町
内

の
店
を
利
用
し
や
す
い
よ
う
配
慮

し
た
こ
と
で
、
実
際
に
飲
食
を
し

た
チ
ー
ム
が
多
か
っ
た
こ
と
や
、

競
技
終
了
後
に
飲
食
店
や
温
泉
を

利
用
す
る
き
っ
か
け
を
提
供
す
る

こ
と
で
商
工
振
興
に
も
寄
与
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
フ
ォ
ト
ロ
ゲ

イ
ニ
ン
グ
自
体
の
知
名
度
が
ま
だ

ま
だ
低
い
こ
と
か
ら
、
競
技
の
知

名
度
向
上
と
町
内
外
に
対
す
る
町

の
魅
力
を
発
信
を
し
て
い
く
こ
と

が
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

宣
伝
方
法
に
つ
い
て
も
二
回
の
大

会
を
経
て
チ
ラ
シ
配
布
や
新
聞
折

り
込
み
、
ラ
ジ
オ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利

用
等
を
試
み
ま
し
た
が
、
よ
り
効

果
的
な
方
法
を
模
索
中
で
す
。

　

今
後
は
、
フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン

グ
の
よ
う
に
、
新
た
な
形
で
の
地

域
振
興
に
向
け
た
事
業

を
商
工
会
青
年
部
と
し

て
試
み
、
同
時
に
既
存

の
事
業
も
継
続
し
て
ま

ち
づ
く
り
の
一
端
を

担
っ
て
い
く
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ

ニ
ン
グ
と
い
う
競
技
を

通
じ
て
、
町
内
外
へ
強

力
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し

て
い
く
こ
と
も
目
標
の

一
つ
で
す
。
町
外
の
参

加
者
に
は
五
戸
町
を
訪

れ
て
も
ら
い
町
の
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
っ
た
う
え
で
、
ま
た
来
て
も

ら
え
る
よ
う
な
魅
力
を
伝
え
る
こ

と
、
町
内
の
参
加
者
に
は
普
段
自

分
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
町
で
も

自
分
か
ら
行
く
こ
と
が
無
い
場
所
、

い
つ
も
は
通
り
過
ぎ
て
気
に
留
め

な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
に
目
を
向
け

て
町
の
別
な
顔
を
発
見
し
た
り
自

分
た
ち
の
町
の
地
理
、
風
土
、
景

観
、
特
産
品
等
の
魅
力
を
知
り
愛

着
を
深
め
る
一
因
と
な
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。

※
五
戸
町
フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ

大
会
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

五
戸
町
商
工
会
青
年
部
【
０
１
７

８
（
６
２
）
３
１
５
１
】
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

出発前に作戦を練る参加者

チェックポイントの天満宮で写真撮影

開
催
し
た
結
果

今
後
の
課
題
と
展
望
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町 村 ト ピ ッ ク ス

町
の
魅
力
盛
り
だ
く
さ
ん
！

海
峡
い
ま
べ
つ
春
ま
つ
り

　公園いっぱいに広がる桜に囲まれて
お花見・賑やかなお祭りを楽しめます。
高級和牛「いまべつ牛」をはじめとし
た町の特産品を存分に味わえる出店
や、荒々しく舞い踊る町の伝統芸能「荒
馬」、その他多数のおもてなしを用意
し、皆様に今別町の魅力をお届けいた
します。
　見て、聞いて、食べて楽しめる海峡
いまべつ春まつりにぜひお越しくださ
い。
※今年の春まつりは中止となりました。

東津軽郡

つ
ま
ち

べ
つ

い
ま
べ
つ
今
別
町

館」は、今年開館30周年を迎えます。
　光信公の館では開館30周年を記念した特
別展を開催するとともに、昨年好評だった
「御城印」の販売、８月には入部530年を記
念した「御城印帳」の発売も予定しています。
〇開館期間：５月１日（金）～10月31日（土）
　　　　　　※金・土・日曜のみ開館　
　　　　　　５月１日～10日は
　　　　　　　　　　　休まず営業します。
〇営業時間：５月～８月　９：00 ～17：00
　　　　　　９月～10月　９：00 ～16：30
〇入 館 料：一般300円／高校生220円／
　　　　　　小中学生150円／幼児　無料
※５月１日は学芸員による解説会を行います。

西津軽郡

さ
わ
ま
ち

が
さ

あ
じ
が
さ鰺
ヶ
沢
町

光
信
公
の
館
開
館
30
周
年
！

問い合わせ先　今別町観光協会
　　　　　　　TEL 0174-35-2014

問い合わせ先　鰺ヶ沢町教育委員会　社会教育課
　　　　　　　TEL 0173-72-2111（内線433）

問い合わせ先　田舎館村役場企画観光課
　　　　　　　TEL 0172-58-2111

問い合わせ先　道の駅よこはま「菜の花プラザ」
　　　　　　　TEL 0175-78-6687

　第２田んぼアートがある道の駅いな
かだて「弥生の里」では、田んぼアー
ト期間に先駆けて、GW期間に石アー
トを期間限定公開します。石ならでは
の自然な配色で描くアートをぜひお楽
しみください。
○日時：４月25日（土）～
　　　　　　　　５月６日（水・祝）
　　　　９：00 ～17：00
　　　　　　　　（最終入館16：30）
○場所：田舎館村高樋字八幡10
　　　　（弥生の里展望所）

南津軽郡

だ
て
む
ら

か
だ

い
な
か
だ田
舎
館
村

石
ア
ー
ト
　
男
は
つ
ら
い
よ

「
車
寅
次
郎
」

「
ほ
ろ
よ
い
豚
」
の
と
ん
か
つ

を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 上北郡

ま
ま
ち

は
ま

よ
こ
は
ま
横
浜
町

　横浜町の養豚業者である飯田養豚場が
酒粕をエサに加えて飼育する「ほろよい
豚」はきめの細かいしっとりとした肉質
と、甘みのある脂身が特徴の豚肉です。
　そんな上質なお肉を使った「ほろよい
豚のとんかつ」を道の駅よこはま　菜の
花プラザ内にあるレストラン鮮菜にて提
供しております。
　菜の花プラザではそのほかにも菜の花
ドーナツや菜花ソフト、はちみつも人気。
お近くへお越しの際には、道の駅よこは
ま「菜の花プラザ」へぜひお立ち寄りご
賞味ください。

!
Ⓒ松竹株式会社

"
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T o w n  a n d  v i l l a g e  t o p i c s

　厳冬に耐える姿が有名な寒立馬です
が、春の日差しも麗らかな頃、新しい
命の誕生シーズンを迎えます（４月下
旬～）。
　この時期、放牧地の尻屋崎は青い空
と海、緑の牧草地が広がり、美しい白
亜の尻屋埼灯台を背景に、たくましい
母馬や初々しい仔馬を見ることができ
ます。
　ぜひ、尻屋崎へお越しください。下北郡

ど
お
り
む
ら

ど
お

ひ
が
し
ど東

通
村

運
が
良
け
れ
ば
出
産
に
立
ち
会
う

こ
と
も
！

尻
屋
崎
へ
行
こ
う
！

三戸郡

ち
ょ
う

ぶ
ち

な
ん
ぶ
ち

南
部
町

　平成30年にオープンした「はしかみ
ハマの駅あるでぃ～ば」。階上の近海
でとれた魚介類が豊富に並び、多くの
来場者でにぎわいます。
　また、レストランでは太平洋を一望
しながら旬の魚介を使った料理を味わ
えるほか、軽食コーナーではソフトク
リームやふのり入りドーナツなども販
売しています。
　皆さまのご来場お待ちしておりま
す。

三戸郡

み
ち
ょ
う

み
ち

は
し
か
み階

上
町

魚
介
の
宝
庫
　「
は
し
か
み
ハ

マ
の
駅
あ
る
で
ぃ
〜
ば
」

名
川
チ
ェ
リ
リ
ン
村

　４月18日から名川チェリリン村が
2020年の営業を開始します。また、初
心者でもアウトドアが楽しめるよう、
キャンプ用品のレンタルサービスをス
タートします。（要申込）敷地内には
ツリーハウスやケビンハウスがあるの
でテント泊が心配な方にはこちらをオ
ススメします。
　今年は名川チェリリン村でアウトド
アチャレンジはいかがですか。

問い合わせ先　名川チェリリン村総合案内所
　　　　　　　TEL 0178-76-2471

問い合わせ先　はしかみハマの駅あるでぃ～ば
　　　　　　　TEL 0178-38-3166

かんだち め

問い合わせ先　東通村役場
　　　　　　　つくり育てる農林水産課　農林振興グループ
　　　　　　　TEL 0175-27-2111

●お知らせとお願い
「あおもり町村自治」は、会務活動状況及び災害共済諸事業の啓発事項、県市町村総合事務組 
合及び内部団体の活動状況のほか、町村長の紹介及び各町村の特集記事等を掲載し、３カ月に１ 
回季刊発行しています。
　本ページの「町村トピックス　いまが旬！」は、各町村の時期、季節の旬の情報をＰＲするコー 
ナーで、イベント、観光スポット、施設、特産品、町の話題・出来事などが満載！
　各町村で、本紙への掲載希望事項等がありましたらご連絡ください。また、表紙写真や関連記 
事等掲載依頼の際は、ご協力をよろしくお願いいたします。
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いつでもご加入いただけますので下記までお問い合わせ願います。
問合せ先　全国町村職員生活協同組合青森県支部
　　　　　青森県町村会業務共済課［共済事業］　TEL 017（723）1331

自
動
車
共
済

掛
金
が
一
律
！
等
級
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
！

■共済契約できる自動車
●自家用普通・小型乗用自動車
●自家用軽四輪自動車
●自動二輪車●原動機付自転車

１．あなたの所有する
２．あなたと同一世帯に属する親族（同居の親族）の所有する

町村生協の自動車共済にご加入の方のみ、車両共済（保険）に加入できます。
お見積りは無料です。いますぐお見積もりをご請求ください。
新規のご契約をいただいた方には粗品をプレゼントします。
　○町村生協の自動車共済加入のマイカーが過去３年間以上無事故で、
　　今回新たに車両共済（保険）に加入する場合、
　　9 等級（43％割引）・事故有期間 0年からスタート！
　○一括払いでご契約の場合は、さらに 5 ％割引！
　○他社からの切替の場合、等級の引き継ぎができます。
　○保険料分割払（12回）が選択可能です。ロードサービスも自動付帯！

■共済掛金と共済金額

共 済 掛 金 額 （ 年 間 ）用途及び車種
区分

共済金額
原動機付自転車
（125cc以下）

自動二輪車
（125cc超）

自家用軽四輪乗用
貨物車（660cc以下）

自家用普通・小型乗用
小型貨物車（660cc超）

30,000円 19,000円 17,000円 12,000円
対　人　賠　償　 無制限
対　物　賠　償　 1,000万円
自損事故傷害　 1,500万円
限定搭乗者傷害　 500万円

Ａ

型

対　人　賠　償　 無制限
対　物　賠　償　 無制限
自損事故傷害　 
限定搭乗者傷害　 

Ｂ

型

町村生協の自動車共済にご加入の皆様なら！
※無共済等自動車傷害共済・他者運転特約も自動付帯。　※自賠責保険と共済金の一括払も実施しています。

1,500万円
1,000万円

33,000円 21,000円 20,000円 14,000円

組合員のニーズに合った選択ができるよう、共済金額はＡ型とＢ型の２類型です。

青
森
県
町
村
会
等
事
務
分
担

（
令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
）

青
森
県
町
村
会常

務
理
事
兼　
　

原　

田　

啓　

一

事
務
局
長

課
・
職
名
・
氏
名

主
要
担
当
業
務

総　
　

務　
　

課

参
事
・
総
務
課
長
事
務
取
扱

　

吉
本　

知
己

総
括
副
参
事　
　

原
子
美
香
子

総
括
主
幹　
　

上
原
俊
一
郎

臨
時
事
務
手　
　

阿
部
り
る
子

臨
時
事
務
手　
　

福
士　

佳
子

人
事
、
規
約
・
諸
規
程
の
改
廃
、

予
算
、
関
係
諸
団
体
等
と
の
連
絡

調
整
、
各
業
務
の
調
整
、
総
会
そ

の
他
の
諸
会
議
、
総
務
厚
生
委
員

会
、
顧
問
弁
護
士
、
表
彰
、
軽
自

動
車
税
申
告
台
数
調
べ
、
文
書
の

収
受
・
発
送
、
各
団
体
の
予
算
経

理
、
現
金
・
有
価
証
券
の
出
納
・

保
管
、
決
算
、
物
品
の
出
納
・
保

管
、
他
の
所
管
に
属
し
な
い
こ
と

業
務
共
済
課

総
括
主
幹　
　

大
坂　
　

謙

主
幹
専
門
員 

澤
田　

博
美

主　
　
　

事　
　

嶋
田　

裕
哉

主　
　
　

事　
　

佐
藤　
　

渓

主　
　
　

事　
　

前
田　

啓
貴

主　
　
　

事　
　

宮
越　

彩
香

臨
時
事
務
手　
　

松
田　

清
子

臨
時
事
務
手　
　

畑
井
ゆ
か
り

（
業
務
関
係
）

事
業
計
画
、
町
村
行
財
政
の
調
査
、

産
業
経
済
委
員
会
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
特
別
委
員
会
、
法
令
外
負
担

金
の
規
制
、
要
望
・
請
願
、
町
村

長
等
・
市
町
村
職
員
の
研
修
会
、

会
報
「
あ
お
も
り
町
村
自
治
」、
町

村
職
員
採
用
試
験
、
町
村
の
振
興

発
展
に
関
す
る
調
査
・
研
究
、
県

広
報
広
聴
協
議
会
、
全
国
山
村
過

疎
地
域
振
興
連
盟
県
支
部
、
発
電

関
係
市
町
村
全
国
協
議
会
県
支
部

（
共
済
関
係
）

公
有
建
物
・
自
動
車
共
済
、
職
員
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■共済掛金と共済金額
共済掛金（年額）は共済契約１口（10万円）につき60円です。
契約額の最高限度は、600口（建物400口、動産200口）で、6,000万円（風水雪害は450万円）
を限度に補償します。

●あなたの所有する居住用建物およびその建物内にある動産
●あなたと同一世帯に属する親族が所有し、かつ、あなたが現に居住する建物および
　その建物内にある動産

共 済 契 約 の 最 高 限 度 額

共済掛金共済金額口　数区　　　　分

24,000円4,000万円400口建物のみの場合

動産のみの場合

建物と動産を併せた場合

■共済契約できる物件
火
災
共
済

確
か
な
安
心
を
！
い
つ
で
も
申
し
込
み
可
能

風水雪害特約制度

200口

600口

2,000万円

6,000万円

12,000円

36,000円

小さな掛金で大きな安心

◎火災共済契約に任意で付加することができる特約制度です。風水雪害による
損害に共済金を支払います。

◎この特約を付加することで、火災共済契約の風水雪害共済金に加算して、損
害額の50％または火災共済契約額の50％のいずれか少ない額を限度に、風水
雪害特約共済金が支払われます。（ただし、風水雪害共済金と特約共済金の
支払合計額が3,000万円を超える場合、3,000万円が限度となります。）

◎特約共済掛金は、一口（10万円）につき50円です。（火災共済契約の契約口
数と同口数を付加していただきます。）

青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

事
務
局
長　
　

原　

田　

啓　

一

課
・
職
名
・
氏
名

主
要
担
当
業
務

総　
　

務　
　

課

会
計
管
理
者 

参
事
・
総
務
課

長
事
務
取
扱　

　

吉
本　

知
己

総
括
副
参
事　
　

原
子
美
香
子

総
括
主
幹　
　

上
原
俊
一
郎

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
に

関
す
る
事
務
、
非
常
勤
職
員
公
務

災
害
補
償
等
に
関
す
る
事
務
、
自

治
会
館
の
管
理
・
運
営
に
関
す
る

事
務

市
町
村
税
滞
納
整
理
機
構

滞
納
整
理
課

機　

構　

長　
　

檜
山　

和
宏

滞
納
整
理
課
長　
　

伊
藤　

義
章

副　

参　

事　
　

平
野　

法
泉

主
幹
専
門
員　
　

髙
橋　

淳
一

主
幹
専
門
員　
　

金
枝　

秀
樹

主　
　
　

査　
　

関　
　

俊
輔

主　
　
　

査　
　

吉
田　

宇
藍

主　
　
　

査　
　

柿
崎　

辰
圭

専　

門　

員　
　

水
口　

文
人

専　

門　

員　
　

藤
田　
　

昭

専　

門　

員　
　

福
井　
　

宏

専　

門　

員　
　

横
山　

麻
美

市
町
村
税
等
の
滞
納
整
理
に
関
す

る
事
務

火
災
・
自
動
車
共
済
、
特
定
疾
病

保
険
、
任
意
共
済
保
険
、
団
体
定

期
保
険
、
総
合
賠
償
補
償
保
険
、

個
人
年
金
共
済
、
災
害
対
策
費
用

保
険
、
収
入
補
償
保
険
、
消
防
設

備
資
金



18

随 想
第45話

櫻
さくら

井
い

雅
まさ

洋
ひろ

プロフィール
村会計管理者兼出納室長。
現在１期目、68歳。

新郷村長

　
「
新
郷
村
」
と
聞
い
た
と
き
、

あ
な
た
は
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
思

い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
。
随
想
を

述
べ
る
に
あ
た
り
、
村
が
「
神
秘

の
村
」
と
言
わ
れ
る
所
以
と
今
後

の
展
望
を
少
し
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

村
の
〝
代
名
詞
〞
と
も
言
え
る

「
キ
リ
ス
ト
伝
説
」
の
は
じ
ま
り

は
、
昭
和
十
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
り

ま
す
。
茨
城
県
磯
原
町
に
あ
る
皇

祖
皇
大
神
宮
で
発
見
さ
れ
た
古
文

書
を
も
と
に
、
竹
内
巨
磨
氏
が
数

名
の
古
代
史
研
究
家
と
当
時
の
戸

来
村
を
訪
れ
、
小
高
い
竹
や
ぶ
に

あ
る
土
饅
頭
の
一
つ
を
キ
リ
ス
ト

の
墓
「
十
来
塚
」、
も
う
一
つ
を

弟
イ
ス
キ
リ
の
墓
「
十
代
墓
」
で

あ
る
と
言
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
し
た
。
何
も
な
い
と
こ
ろ
に
突

然
湧
い
て
出
た
こ
と
か
ら
「
キ
リ

ス
ト
湧
説
」
と
で
も
言
っ
た
ほ
う

が
良
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
古

来
、
村
に
は
、
子
ど
も
が
生
ま
れ

初
め
て
外
に
出
す
と
き
額
に
墨
で

十
字
を
切
る
こ
と
や
、
父
親
を
ア

ヤ
ま
た
は
ダ
ダ
と
呼
ぶ
こ
と
な
ど
、

キ
リ
ス
ト
に
所
縁
の
あ
る
よ
う
な

風
習
や
習
慣
が
多
く
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
「
戸
来
村
の
語
源
は

ヘ
ブ
ラ
イ
が
訛
っ
た
も
の
」「
ナ

ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
の
盆
歌
は
ヘ
ブ
ラ
イ

語
で
キ
リ
ス
ト
を
称
え
る
歌
詞
の

訛
っ
た
も
の
」「
子
孫
と
言
わ
れ

て
い
る
沢
口
家
の
先
祖
に
、
目
が

青
く
、
西
洋
人
の
容
姿
を
持
つ
者

が
い
た
」
な
ど
、
こ
の
地
と
キ
リ

ス
ト
伝
説
を
結
ぶ
数
々
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
と
と
も
に
、
多
く
の
メ

デ
ィ
ア
で
取
り
あ
げ
ら
れ
世
間
に

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

湧
説
の
誕
生
か
ら
八
十
年
以
上

た
っ
た
今
で
も
、
こ
の
伝
説
は
神

秘
・
ロ
マ
ン
と
し
て
言
い
伝
え
ら

れ
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
沢
口

家
の
先
祖
に
よ
り
〝
高
貴
な
人
の

墓
で
あ
る
〞
と
言
い
伝
え
ら
れ
て

き
た
二
つ
の
土
饅
頭
は
、
キ
リ
ス

ト
の
墓
と
し
て
祀
ら
れ
、
そ
の
霊

を
慰
め
る
キ
リ
ス
ト
祭
は
五
十
六

回
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
例
年
、

多
く
の
外
国
人
が
こ
の
祭
り
を
目

当
て
に
来
村
す
る
の
も
特
徴
の
一

つ
で
、
平
成
十
六
年
に
は
、
イ
ス

ラ
エ
ル
大
使
館
か
ら
友
好
の
証
と

し
て
墓
前
に
顕
彰
碑
が
寄
贈
さ
れ

る
な
ど
、
今
と
な
っ
て
は
村
の
文

化
や
伝
統
の
一
部
と
も
な
っ
て
い

ま
す
。

　

新
郷
村
の
歴
史
は
こ
の
伝
説
よ

り
新
し
く
、
昭
和
三
十
年
七
月
に

戸
来
村
と
野
沢
村
が
合
併
し
た
こ

と
で
、
人
口
約
六
千
六
百
人
の
村

と
し
て
歩
み
を
は
じ
め
ま
し
た
。

明
治
二
十
二
年
に
、
冷
害
を
克
服

す
る
た
め
酪
農
を
取
り
入
れ
酪
農

組
合
を
組
織
し
製
酪
事
業
を
開
始
。

こ
れ
が
本
県
酪
農
の
誕
生
と
な
り
、

現
在
は「
青
森
県
酪
農
発
祥
の
地
」

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
搾
乳

の
近
代
化
と
と
も
に
農
家
数
が
減

少
し
、
主
力
は
葉
た
ば
こ
・
ニ
ン

ニ
ク
・
長
芋
生
産
へ
移
行
。
さ
ら

に
迷
ケ
平
で
生
産
さ
れ
た
キ
ャ
ベ

ツ
が
高
原
野
菜
と
し
て
出
荷
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
村
の
基
幹
産
業

が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
農
林
畜
産
業
の
振
興

を
第
一
に
、
各
種
支
援
や
補
助
を

実
施
し
良
質
農
産
物
生
産
、
農
産

物
販
路
拡
大
を
目
指
し
な
が
ら
農

家
の
所
得
向
上
を
図
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
元
気
な
長
寿
の
村
と

し
て
高
齢
者
の
生
き
が
い
の
場
を

創
出
す
る
福
祉
事
業
の
推
進
や
、

心
豊
か
な
子
ど
も
の
育
成
に
努
め

教
育
振
興
を
進
め
て
い
ま
す
。
観

光
振
興
は
、
村
内
の
観
光
資
源
を

全
国
へ
情
報
発
信
し
誘
客
を
促
し
、

特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
積
極
的

に
進
め
て
い
ま
す
。
事
業
を
進
め

て
き
た
風
力
発
電
所
も
、
令
和
元

年
十
一
月
に
完
成
し
運
転
を
開
始

し
て
お
り
、
財
源
の
増
収
や
観
光

名
所
と
な
る
よ
う
期
待
を
寄
せ
て

い
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
回
紹
介
し
た
キ
リ

ス
ト
伝
説
を
は
じ
め
と
す
る
伝
説

の
数
々
を
、
信
じ
る
・
信
じ
な
い

は
、
ぜ
ひ
村
に
足
を
運
び
現
地

に
立
ち
、
文
献
や
資
料
館
で
学

び
、
個
々
の
価
値
観
か
ら
思
い
を

め
ぐ
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
新
郷
村
の
神

秘
・
ロ
マ
ン
、
村
の
風
土
や
文
化
、

こ
こ
に
暮
ら
す
人
の
あ
た
た
か
さ

な
ど
を
心
豊
か
に
感
じ
取
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
み
ず
ば

し
ょ
う
の
美
し
い
季
節
、
皆
さ
ま

の
ご
来
訪
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

神
秘
の
里
へ
の
誘い

ざ
な

い
キリストの里伝承館

昭和期の戸来地区金ケ沢通りの様子

キリストの墓（手前）と弟イスキリの墓


